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4． 漁場

図4にマイワシとカタクチイワシの月別、漁場別漁猶吐を示した。これは純度、経度各2分区

画の加区内における1ケ月I!!]の漁漉批を示したものである。

イワシ矧の加場は、例年同様、湾奥部から泉北及び泉南の沿岸とその沖合である。しかし本年

は例年と比べ、各漁場とも漁狸litが著しく少なく、これが特徴と菌えよう。6，7月における湾

奥部海域でのマイワシの漁猟は、昨年秋季からこの海域に滞研し、越年した1才魚を漁礎したも

のである。そのほかで漁痩されたマイワシは、大部分が当才魚である。
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表3いわし巾打網漁猶物組成（昭和54年）
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表4いわし巾着網仕向状況（昭和54年
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4）イワシ類生物調査

辻野耕．責

昨年に引き続き実施した。なお、この調査は200カイリ水域内漁業資源総合調査の一部である。

圃査方法‘

200カイリ水域|内漁業資源総合調査と同じ。

画査結果

カタクチイワシi

1．卵、稚仔

年別の卵採典数を図－1に示した。昭和49年に最低(1曳網当り3.7粒）となった卵は、そ

の後増加傾向を示'し、52年には最高値（1曳網当り70.3粒）を示した。しかし、翌53年に

は再び減少傾向を示し、本年は1曳網当り4．2粒と、49年の水準にまで低下した。そのため、こ

れらの成長群を対象に操業するシラスパ.ソチ網漁は全体に不振で、測穫鼠(1,306トン）は昨

年(2,006トン）を大きく下回った。

月別の卵、椎仔の採集数を図－2に示した。卵は4～12月および3月に出現し、6、8月に

一＝■

－←カタクチイワシ卵

“
“
一
』
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、
”

１
曳
圃
当
り
の
鍵
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肢
（
粒

－－●一一カタクチイワシ鞭仔

!(ヘ
ム、

尾 5

ｰ e--‐

466789．．10111212

月

図－2月別のカタクチイワシ卵稚仔の採典数

（月上旬、⑬ネット垂頂曳）
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それぞれ顕著なピークを有する双峰型で、この2カ月で全体の79彫を占める。前年は、5月に

ピークを有する単峰型であり、また出現時期も4～11月と本年より2カ月短かく、出現状況に

変化がうかがわれる。6月（および5月）に採集された卵は、前年の夏または秋季発生群による

ものと推察され、前年を大きく下回り、その成長群を対象に操業される春・型シラス漁も、前年

を下回った。また8月（および9月）の卵も、主に前年の秋季発生群によるものと推察されるが、

前年をややF回り、秋シラス漁も同様の結果であった。

稚仔は5～11月まで出現し、6，8月に多く採災されたが、8月に妓も多く、卵（6月に妓

も多い）とは少し異なった傾向を示した。

月別の卵、稚仔の分布を図－3，4に示した。4月および10月以降を除き、前年とはかなり

型、､(,忽猛，

柵
盛 虎《

『
一
一

hグー

MS*
説0m四

'ク孟烏、 堀

f－圭司6－話｡

1曳周当りの捉繁■体敢

I■■】側～畦目50～”【Ⅱinio～49
巨ヨ5～9匡．～4

図－3カタクチイ ワシ卵の分布
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連った分布様式を示した。

2．漁獲物の体長組成

体長組成を図－5に示した。本

年は前年発生の内海秋仔群が主漁

護対象となっており、5月中旬～

7月上旬まで漁獲された。7月中

旬には、本年発生の内海春仔群が

一時主体となったが、その後、ほ

とんど漁獲されなかった。

また、多獲時に主漁猫対象とな
,，1

っていた外海（太平洋南区）春仔

群もほとんで漁獲されず、漁獲昌
一0，

は昭和28年以降最低となった。

なお、各回の体長測定結果は付

表-11に示した。

3．輔密測定

旬別の平均体畏、性別個体数、：

(F=BW/BL'×100)、脊I

皇nJ1
手二と

=･一二とj三掛当=ー 畠』霜T二進

S IO

体.長（、)

図－5カタクチイワシの体長組成

、熟度指数(G.I.=GW/BW-GW×100)、肥満度術数

脊椎骨数を表-1に、その詳細については付表－12に示した。

表-1カタクチイワシ精密測定結果（昭和54年）

g2BW/BL*×100§1GW/BW-GW×100

マ イ ワ シ

1．卵、稚仔，

腫患,縦鱒鰹;:駕胤豊熟差,鰯嘩繍駕蹴
て4～6月に、職ネットの水平曳により計85粒採災された。また、5月に生砿腺のよく発違し

－93－
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た群が漁獲されており、簡内でも、本年より産卵が開始されたものと推察される。発生初、中期

の卵の区別が出来ないため、その分布様式については把握できなかったが、図－7に示した稚仔

の分布よりみて、滝奥部から大阪府沿岸域に分布の中心があるものと思われる。

なお、浅海定線捌在の⑬ネット唾直曳ではマイワシと思われる卵は出現しなかった。

Su向■ﾛ

Ⅲ

型、、(炉迄極。

篠
■一．■｡■

110MC
動 唖

図 － 6 マ イ ワ シ 卵の出現海域

（⑬ネット水平曳）
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図－7マイワシ椎仔の分布

2．漁獲物の体長組成

漁換物の体長組成を図－8に示した。図より発生時"lの異なる4群を加批していることが判る‘

即ち5月中旬（以下すべて中旬）に体長15cmにモードをもつ群(I群とする）、側時期に9～

10cmにモードをもつ群（Ⅱ群）、6月に7～8cmにモードをもつ群（Ⅲ群)、7月に7～8cm

にﾓｰドをもつ群(IVB)であるoI聯は1年魚と思われ､その後6月に16c画､7月に17en

に成長する。Ⅱ群は当才魚の早期発生群と思われ、6月11～12cm、7月13～14cm、

12月16～18cmとなる。Ⅲ群は当才魚の中期発生群と思われ、7ﾉ]10cm，9ノJ13

“､10月13-14ca､12月14～15cmとなる｡Ⅳ鮮は当才魚の晩期発生鮮と思われ、

9月10～11cm，10月11～12aDと成艮する。
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なお、各回の体長測定結果

は付・表－13に示した。

3．桁密測定

旬別の平均体長、性別個体

数、熟度指数(G・I.=GW

/BW-GW×100)、肥満

度指数(F=BW/BL3x

100)を表－2に、詳細に

ついては付表－14に示した=

鎧一－一一一門

震~~~墓1画頁呈言~‐

－－「1－
一

ヨーーデーー=二一

一
一

一

ロ 一 一 一 一 一 一 一 一 ■■■一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■ー－

一一一一一一一一一一一一

'一一..､-.--------.---- ー一一一一一一一一一一一一

匡1襲冒z冒蝋語一一

一」弓L---

ｰ一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■

二三ﾕニ
ー－－－ー一一－--1■■一一ー一一一ーーー一一一一■I■■ーー一■■■ー一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

体畏（“）

図－8マイワシの体長組成
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表－2マイ7シ精密測定結果（昭和54年）

§2BW/BL'×10(§1GW/BW-GW×100
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大阪湾のマイワシについて

林凱夫・辻野耕ガ

近年マイワシが全国的に薪し<増加している。大阪湾のイワシ資源は、従来カタクチイワシ主側

であったが、昭和52年にカタクチイワシの17.916tに対し、マイワシが19.930tと漁獲瞥

合が逆転し、今後当分この傾向が続くと予想される。しかし、マイワシの大阪湾への来遊がほぼ恥

魚、未成魚期に限られることと、戦後長期間研究対象とするほどの樋獲がなかったこともあって、

本種の大阪湾における知見としては、漁獲についてみられるのみである。そこで、内海漁業雅本訓

盃、200カイリ調盃及び水産統計等の資料を整理して、大阪湾産マイワシの漁獲、仕向け状況、

漁場、湾内での成長と移動等の生態についてとりまとめた。結果の詳細は、昭和54年度南西海匝

ブロック内海漁業研究会報告、ならびに昭和53．54年度関西I劇際空港漁業環境影響調盃慨告、

第三分冊漁業生物絹（上）に記戦した。その概要を以下に示す。

資 料

1.岸和[11市秤木漁協のいわし巾着網標本船の漁業日誌昭和45年～53年

2．昭和53年のいわし巾諦網漁業期間中（5～10月）、旬毎に採典したマイワシの体艮測定贈

果(ioo16/旬）と桁密測定結果(50尾／旬)

3．瀬戸内海漁業謎別統計表、大阪展林水産統計年報及び速報

結果の要約

1・大阪湾における昭和40年から53年までのイワシ類の漁獲量は、2万t弱から4万t弱で、

かなりの変動はあるが、経年的には増加傾向を示している。48年までは、カタクチイワシが90

～100鬼を占めていたが、42年から漁獲され始めたマイワシが49年には10％を越え、さ

らに52年には、イワシ麺37.846t中の19.930tを占めて50%を越えた。

2．マイワシはその93～100彫がいわし巾着網で漁猫され、そのうち90%以上が養魚用餌料

として出荷される。またCPUEの経年変化から、資源変動の激しさがうかがえる。

3.王漁場は、湾奥部海域と泉州の沿岸及び沖合である。なお標本船の漁業日姥から昭和50～52

年におけるマイワシの漁猫分布図を作成した。

4．大阪湾で漁硬されるマイワシは、ほとんどが0才魚で、大阪湾における成艮は次式で示される‘

Lt=12．98{i_e-0-468(t-2．463),

Wt=26．24{l-e-0．468(t-2.463),,

4≦t≦10,t=月令
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但しこれは､刊月中旬に外海域で発生し、5月中旬に大阪湾へ来排したマイワシの

11月中旬までの成長式である。

マイワシの体艮と体亜の関係は、次式で示される。

W=0.0120L*W;gL;cm

‘マイﾜｼの肥満陵'-&×10*は､体長10c｡未満では10～12と小さく､体長10~11
cmの間にF=l'4と急上昇する。この時期は､蝋杷の趨過柵造が完成し､植物プランクトンに対

する依存度がよ'り大きくなる時期とほぼ一致している。

7．マイワシは、’4月中旬から5月中旬にかけて、紀伊水道方面からシラスーヒラゴ期で大阪湾へ

来淋し、大阪府側沿いに北上しながら成艮し、8月には中羽となって溝奥部海域へ到達し、11

月ごろまで滞留'し漁場を形成する｡
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クロダイ種苗生産技術開発試験

石渡卓

昨年度に引続きクロダイ種苗生産技術の安定化のため生産試験を行ない、中間育成試験を実施し

た。

方 法

供試卵は近畿大学水産研究所白浜実験場にて自然産卵した受輔卵のうちから84．5万粒を産卵後

16時間後に自動車で4時Ⅲ1輸送したものである。

卵は飼育水槽中に設腫した0．5klパンライト水槽2面に収容し、弱い通気下でふ化させ、ふ化後

反転して飼育槽に仔魚を収容した。

飼育槽は室内に設置した18kl円型組立槽（径5m、水深0．9m、C－1槽）とコンクリート水

槽（4×8m、水深0.6m，1－4槽）を用い、飼育水は砂ろ過海水を紫外線通水殺菌したものを

用い、30万cells/mlのグリーンウォーターとした。

餌料にはふ化後2日目からパン酵母で培養したシオミズツポワムシをグリーンで2次培養して与

・え、ふ化後16日目からアルテミア幼生、18日目からアサリ肉ミンチ、29日目から配合飼料、

エビ肉ミンチを与え始めた。

結 果

沖出しまでの飼育結果は我lのとおりである。両槽共にふ化後12日目頃より遊泳異常の個体が

蝿められ、19日頃より艶死が多くなったためクロラムフェニコールで薬浴したところ24日目頃

より艶死も少なくなった。

C－l槽は5月29日（ふ化後33日）、5月31日（同35日）、6月1日（同36日）に40

■サクションホースによって取揚げ、2×2×2mの網生費6面に分養した。1－4槽は種苗堆席

途中での減耗が多かったため、6月12日（ふ化後47日）まで同梢で飼育を続けた。

中間育成として当場地先に設置した網囲による飼育を実施した。網囲は15×20mの筏に240

経モジ網を垂ドし、網の裾に12画のチェーンを付け、海底に約20cm埋設したものである。網囲

の設世場所は砂泥底で、アマモ、ウミヒルモが粗生し、オゴノリが一部に密生しており、最干潮時

には最浅部で水深は約0.5m、最深部で約2m、最満潮時で前者で約2m、後者で約3.5mであっ

た。

網囲内への稚魚の収容は6月11日に約6万足、6月12日に約4．3万尼であった。中間育成

中も1日5回の投餌は続け、29日間の飼育後、7月10日（ふ化後75日）に網を撤収して放旅
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表1クロダイ種苗生産結果

した。放流時の大きさは全長40.4±5.37Biffl、体躯1.15±0.42gであった。

育成期間中に埋設した網の浮き上りや網の縫目のほつれがみられたため一部稚魚の逸散があった。

また、逆に外からの混入する稲も多く、マイワシ、マサパ、ボラ、ハオコゼ、アミメハギ、ハタタ

テヌメリ、アカシタピラメ、ギンポ等が認められた。6月22日に網囲内での投網採取魚の内、ｸ

ﾛダｲ鵬仔を摂餌していたものはﾒパﾙ(金塵61画､3.4g-擬餌尼数2尾全優62皿､3.6
●

全長67皿、3．59－同2尼〔内1尾全促20imii))であった。

数ができないため鰭切除法による標識放流により網囲内の生存尾数の推定を

9一同1足）、ムツ

放流尾数は取揚げ

試みた。
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供拭魚の採捕と標識魚の再捕は全て投網に依ったが、回を経るごとに採捕の効率が落ち、特に透

明度の良い時は逸散が早く採捕が困難になった。

再捕と標識放流は5日Ⅲl述続して行ない、採捕魚は標識の有無を調べ、標識魚はそのまま網囲に

もどし、無標識魚は新たな部位の歯を切除し、毎回切除する鰭を変えだ。各採捕日の標識魚数、再

捕数、採捕数、切除部位、投網回数は我2に示すとおりであった。

表2標識尾数とりj捕尾数

Petersen式

fi=xj:c//ix.

を適用して試算すると
へ

N=(2,265×2，737）／124詩49，994．4となる。

また､何の信頼度95％の傭頼限界は

CX/{x+2Jx(1-xうで了｝＜衝くCX／｛x－2J不二-房うで丁l

から

Nl=42.530.7

Nu=60.635．3となる。

また、Schaefer式

》
八
Ｚ

の
一
勺

ハ

N-̂ (̂x〃
2ノ

を適用すると表3より
八

N=45.272 となった。
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従って今回の放流尾数はほぼ4.5万尾から5．0万尾と推定された。

表3網囲内クロダイ生残尼数の計算
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ヨシエビ種苗生産試験

時 岡 博

｜前年度に引続き高知産親エビをIllい、火力発電所温排水利用による早期生産拭験、雌びに地元産

｜親エビによる生産試験を行った。

1．発電所温排水利用早期生産試験

火力発電所温排水の当水拭導入に先だって、5:1年度に温排水利用を想定した手法（ウォータ
ー_一一一一一－－-－-画---－－ニー

ーパス方式、ボイラーによる間接加温）で予備試験を実施し、生産の見透しを棚たので従来のボ

イラー加温に変えて温排水を利用し生産試験を行った。

1）方法

試験池は屋内コンクリート水楠（8.0×4.0×1.7m、水量48kl)内にターポリン水槽(6.0

×3．0×1.5m、水量23kl)を設慨し、外側コンクリート水槽内に温排水（通常海水の5～6

℃アップ）を注水して内側水梢のIHl接加温を行う、ウォーターパス方式とした。

供拭親エビは6月6日間知県御桃瀬漁協の底びき網で漁猶されたものを選別聯入し、70尾を

前述のターポリン水槽に収容し、産卵させた。なお親エビの平均体重は29．89であった。ふ化

したノープリウス(N)以降の飼育は、従来の種苗生産と同様にコミニテー、カルチャー方式で

あるが、ミシス(M)期およびポストラーパ(P)初期の餌料はプラインシュリンプ幼生を、P

期より配合飼料を投与した。

ふ化幼生がp,*～Puになった時点で、ターポリン水槽より外側のコンクリート水梢に幼生を

移し、ターポリン水槽は撤去して、その後は温俳水と生海水の混合による流水飼育とした。

2）結果

産卵用小割生費に収容した親エビは5Q後に取揚げ産卵尼散を調べた、稲iVi生産結果は表－1

に示したとおりで、産卵率は72．9彫、親エビ1尾当りのふ化N数は約61.000尼と少なかった。

表-1温排水利用種苗生産結果

月I
水柵

容量

I

41

ターォ

リンオ
櫓容圃

k

2‘

親ユ
産卵率

ビ聖

尾 影

70 72．9

ふイ1

N混

千尾

3，13‘
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歩劉 蕊
彫 ハ

6.7 4，371

取揚時
の

大きさ

体長皿
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ふ化Nより取勘II,'1*(p)の歩留は6.7彫、飼育水Ikl当りの生産尾数は約4,400尼で、』

1万足であった。終取幾尾数は約Z

11

2．地元産親エビKよる生固

前年度に引続き府下泉佐野漁協より親エビを脳入して、屋外コンクリート水槽(88kl)を使

l用し従来と同様の方法で諏苗生産試験を行ったが、結果はミシス期に減耗が著しく生産を中止す
る例が多く、#生産は16万尾にとどまったく

ﾛ

－1‘05－



栽培漁業事業

1)クルマエビ放流事業

時岡博

日本栽培漁業協会より配布のあったクルマエビ種苗を下紀のとおり大阪湾の適地に直接放流を行

なった。

なお放流方法は、運搬船の船槽よりクルマエビ種苗を一旦船上のヒドロタンクに収容し、サイホ

ン式により水深約4mの海底に放流した。

放流方間 放流月I 放流時の大きを 放流尾忠 放流場所

8月10日 全長14Ⅱ 500万足 泉佐野市野出町地先

直接放6
500万尼 泉南郡阪南町箱作地ハ
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2）ガザミ放流技術開発事業

安次嶺真義・青山英一劇

前年度に引続き本事業は府単独ﾘ《業として実施したが、瀬戸内海栽培撤業放流技術開発ﾘ業ガザ

ミ班（広島、岡山､;兵剛、愛姻の4県）と相互に連絡をとりながら悶査研究を行ったので、その結

果の詳細は関係当局の了承を樽て「昭和54年度瀬戸内海栽培漁業放流技術開発躯業ガザミ班総合

観告書」に掲載されている。その概要は次のとおりである。

6月3日、日本戦培漁業協会玉野躯業場よりl令期惟ガニ391．000尾を受け入れ、前年度と同

様泉南市樽井地先に『〔接放流して定満条件輔を検討するとともに浮動型囲い網による放流を実施し

て逸散防止効果の検討を行った。

1．直接放流と追跡園査結果

(1)6月3日、l令期惟ガニ367,000雌を前年度と同一場所に直接放流し、放流直後から抄い

網等による追跡調査を実施した。．

（2）放流直後の顧苗は浮遊する個体が多かったが、その後ほとんどが着底した。放流当夜に行っ

た船上岨察等の澗査でも午後8時までは浮遊するものわずか1足を確認したのみであった。し

かし、放流翌日の抄い網測盃では採捕尾数が14尾と種苗の定諦が少なく3日目以降も採捕さ

れなかったことから、放流当夜の午後8時以降に大部分が浮上移動して逸散したものと推定さ

れ、その理由として底質測盃等の結果から「放流場所の底質の還元性が前年度より大きくなっ

たこと」、「初期の餌料生物と考えられる我面性生物（小型瑠脚類）が本年度は少なかったこ

と」などが考えられた。

(3)放流後2ケ月以降の追跡は、小型底曳網（石桁網）の試験操業および日雄調査と刺網・カニ

箆の日雄調査によって行った。小型底曳網については成果が判然としなかったが、はじめて実

施した刺網・カニ寵の日誌捌査では9～10月放流群と思われる中型ガザミの漁猶がみられたc

噸……………
’



魚病発生 状況

青山英一郎

昭和54年度に発生した主な疾病については､前年度本府ではじめて発生が確認されたハマチの

連鎖球菌症が7月中旬発生したほか、当場内でのクロダイ種苗生産時にピプリオ病と推定される疾

病が発生した。

以下，二つの疾腐についてその擾要を述べる。

1．1年ハマチの連鎖球菌症

府下の小島養魚場（泉南郡岬町）で養成中の1年ハマチ（体亜約1kg)に7月中旬からへい死

する個体があらわれ、9×9×5mの小割生費2統に計5.000尾を放養中50～100尾／日の

へい死が約1週間続き、soon(10%)の被害を与えた。

現地調査の結果、病魚の尾脳に腹癌は認められなかったが、胸鰭・腹鰭付近と鰐蓋の周辺およ

び内面に発赤が理められ連鎖球菌症の疑いがあったのでただちにマイワシの給餌停止を指示した。

剖見で消化管、肝臓に出血斑､‘心外膜に白濁化が認められたほか、原因菌の分離、検査の結果、

腎臓血より1．5鬼食塩加BHI寒天培地（平板）に連鎖球菌を純粋に分離できたことからへい死

原因は連鎖球菌症であることが判明した。

今回の発病は、前年度本症が発生した深日（泉南郡岬町）地区から保菌魚を移動したことに起

因するものと推察された。また、収容密度が7.7～9.6kg/㎡と若干大きかったことも発病に関

連が深い。

なお分離された連鎖球菌はクロラムフェニコール、オキシテトラサイクリン、テトラサイクリ

ン、チアンフェニコール等の抗生物質に対して強い感受性を示したが、実際に投薬しても効果が

認められない場合が多いので本症の対策として収容密度の適正化、餌科管理、養魚管理の改善を

はかる一方、絶食処置に重点を置いたところ本症はほぼ終息した。

2．クロダイのピプリオ病

5月中旬水試の陸上水槽で段苗生産中のクロダイ仔魚がふ化後10日目.(全長9画）から細菌

性疾胸で被害を受けた。発腐時の水温は18℃で、胸魚には体色が白味を帯びて旋回するものと

黒味を帯びて旋回しないものとがみられた。

病原菌を確認するため細菌検査を実施した結果、痛魚から分離された2稲賦の短押繭のひとつ

が3形食塩加普通寒天培地（平板）にグラムー、カタラーゼ＋、チトクローム・オキシダーゼ＋‐

運動性十、3鬼食塩加TCBS寒天培地（平板）に黄色コロニーを作るわん曲短樟繭であること
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が確恕されたことからピブリオ病と推定された。

分離mt､ｽ|ﾚﾌｱﾓﾉ〆ﾄｷｼﾝには感受性を示さず､ﾅﾘジｸｽ職にも感受性が職かつた
が、クロラムフェニコール、テトラサイクリン、オキシテトラサイクリン、チアンフェニコール

I|-

に強い感受性を示したので、クロラムフェニコール（商品名ケミセチン）の薬浴を試みる一方、

餌料Nlのワ五シもクロラムフェニコールで薬浴処理したものを投与したところ治鯉効果がみられ

被害は軽微のうちに終JQした。
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類養殖技術指導藻

1)ノリ養殖技術指導

安次嶺真義・石渡卓

糸状体の培養管理と、採苗期の養殖管理を重点にして、技術指導を行った。

ノリ養殖用潮位図の配布

昭和49年度からノリ養殖上必要な採苗、本張り、冷凍網の入出庫時期や、その他の利用に供す

るためノリ養殖用潮位図を作成し、ノリ養殖業者に配布して好評を得ているので、本年度も引続き

実施した。

なお潮位図は日本気象協会関西本部発行の潮位表から淡輸港の推算潮位図（昭和54年9月～12

月まで連続）を作成した。

ノリ養殖技術巡回指導

昭和54年2月～9月（糸状体培養期）と同年10月～55年3月（採苗期～養殖期）まで、毎

月1回～2回巡I'il指導を行うとともに、必要に応じてその那度個人指導を行った。

ノリ養殖擬況

1.府下におけるノリ養殖の現況は下記のとおりであった。

農林統計より抜粋

本年度は昨年度に比べて継営体数は減少したが、施設数（柵数）は逆に地加した。網ひび使用

枚数は自家採苗網のほか、例年通り四in，九州地方など他ﾘ『Lからの賀網が期えている。生産枚数

は過去岐商であり、昨年度よりさらに1.121万枚も卿加して記録を大きく更新した。しかし平
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均単価は安値であった。

2．養殖経過概要

〔9月〕気温、水温ともに高目で推移したが、下旬にはようやく降下し始めた。22日に

樽井地先では例年より早目に野外採苗が開始された。30日の夜は台風16号が大阪に上陸した

が、被害は2-,』3の養殖場で支柱柵の一部が破拙した程度で軽かった。なお、各養殖場とも採苗

の準備がほとんど完了した。

CIO月)2日から下荘地先で野外採苗が開始され、次いで岡田浦、西鳥取その他の地先で

も開始された。この頃は異常潮位であったが採苗の中心は7日から15日頃がピークで20日過

ぎには大体順調に終了した。芽付きの状態は薄付きであるが概ね良好で育苗も順調であった。19

日に台風20号が紀伊半島に上陸し通過したため、育苗中の網や施設に一部被害が出たが、大部

分の網は瓶前に避難入庫したので被害は少なかった。台風通過後の20日からは好天、温暖の日

が続いた。各地区とも網を出厳して盛んに育苗が行なわれたが、全般的に生育はやや遅れている、

また芽イタミをおこしている網もある。下旬からは冷蔵入服が少量づつ始まったが、例年より10

日程遅れている。

〔11月〕上旬のはじめは晴天、温暖の日が続いた。水温は21℃～20℃台に降下した。

育苗中のノリは一部芽イタミをおこしたのもあるが、生育状態は大体良好で順次冷蔵入庫してい

る。中旬に入り寒波が襲来し、気温、水温とも順調に降下し、各地区とも靭網を出庫して試験張

りや本張りを開始して本格的な養殖期に入った。下旬にはノリは伸び、色とも良好で生長してい

るo

〔12月〕上旬は大体暖かい日が続いた。7日には南部地区で、早張りの網から摘採が開始

され、次いで北部及び中部地区でも摘採が開始されて生産は本絡的となってきた。ノリの葉体は

伸び、色ともに良い。しかし北部地区の田尻のみは顧網が悪く不調である。f旬の後半は気温、

水温ともに降下した。なお19日には府漁述で本年度第1回ノリ入札会が行なわれた。

C1月〕上旬から気温は降下して寒くなった。中旬は冬型の気圧配世が強まり、強風波浪

の日が多く、ノリの葉体は一部で流失したのもあった。水淵は11℃台から9℃台に降下した。

赤ぐされ病は各地区で発生しているほか、珪藻やアオの付粁も多くなり網の汚れが落ちにくく、

海況も悪い。下旬には各地区で冷蔵網の出Ili、張り替えが行なわれたが、場所によっては控えて

いるところもある。

〔2月〕上旬は冬型の気圧配慨になり強風、波浪の日が続いた。気拙も5℃台になり7日

には異常低温警報が出て、寒さは一段と厳しい。水淵は8℃台から6℃台に降下してノリの莱体

は伸びなやみの状態である。また生産も一時小休止の地区もあった。その後水温も上昇し始め、

鰐:＃難'鰯淵慨:為鰯鰯蹴馴麗縦
で網替え作業が行なわれた。
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〔3月〕上旬は春一瀞の強風と降雨の後、気温、水温ともに上昇してきた。ノリの葉体は

一段と伸び足がつき、色も良くなってきた。養殖中の網には4～6回摘みのものがかなりあり、

生産は股盛期である。しかし中fUに降雨があり、その後はノIﾉの無体が急激に色落ちしはじめて

品質は悪くなり老化現象も見られた。

〔4月〕中旬の前半まで生産は続行したが、その後に降雨が続いたためノリの葉体はさら

に色落ちが激しくなり品質も一段と低下した。漁期は昨年より少し延びたが、まもなく終了した。

なお、29日に府漁連では本年度般終のノリ共販入札会（第9回）が行なわれた。本年度の総

共販枚数は4．932万枚で昨年度より839万枚の哨加であった。

本年度の特徴

1．本年度は猟期前及び漁期中に台風に見舞われた｡特に10月19日の台風20号は紀伊半島に

上陸し、大阪を通過した。当時ノリ養殖業者は丁度育苗中であったが、事前にノリ網を避難入庫

したために被害は少なくてすみ、対策の効果があった。

2．南部地区の一部（F荘地先）では、海岸保全事業で設魔した離岸堤の内側を利用して、浮動採

苗や育苗が行なわれた。
-h七

3．本年度のノリ養殖状況も後期生産型であった。．

4．アオノリの駆除等に「グリーンカ･ソト」の使用可否が全国的に取上げられたが、府下において

は廃液処理の対応が十分とれないかぎり使用を自粛するよう指導した。

5．ノリ養殖業者の養殖管理技術の向上と積極的な生産努力により、本年度の生産枚数は過去般高

の5，565万枚余りで豊作である。
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2）ワカメ養殖技術指導

時岡樹

本年度も採苗培養管理を亜点に指導を行うとともに、終漁期に多獲されるワカメ処理対策として

塩蔵ワカメの加工指導を行なった。

ワカメ養殖状折
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関西国際空港建設計画漁業影響調査

関西国際空港述設計画検討のための漁業環境影響醐査は、社141法人日本水産資源保護協会の委託

を受け、昭和51年は既存寅料を収築し、52年度から3カ年Ill]渦査を行った。

本年度は般終年度であり、測査結果の取囲めと予測は環境生物班、漁業生物唖、漁業班、音光影

響調炎班及び総括班の各斑毎に関西国際空港漁業影唇調査報告i'｝に紀載されているが、当場で分担

した凋壷の橿要について述べる。

1）漁業環境調査

1．関西国際空港の建設が海域環境におよぼす影轡についての予測撮剰

城 久

関西I副際空港連投工躯と漁業の因果関係はおふまかにいって空港島の造成が海域環境を変化させ、

それが生態系、漁業生物、資諒量等に、ひいては漁業生産と経営に影響をおよぼすと考えられる。

したがって漁業生物および鋤業にかかる影唇は環境の変化との関連で検討することが必要である。

このため各班の岐終影響予測に先立って、海域環境変化予測のあらましを要約することが要求さ

れたことから、その概饗をとりまとめた。調査は環境生物班の各担当者が分担したが、大阪水拭が

担当した水質、底質、ベントス、プランクトンの4項目の変化予測について妃載する。

1．水質変化

新空港の建設にともなって生じる水質変化について考えられる点を列肥すると次の6項目が拓

摘できる。

1）工事および流況変化による濁りの発生

2）新規負荷M(空港島）の加入および泉州後苛地の発展にともなう沿岸部からの流入負荷量α

瑚大

3）奥期の東部海域底噛に生じる貧酸粂水塊の形成状況の変化

4）流況変化による徳奥描岸水の拡散状況の変化

5）流況変化にともなう成刷形成時の底層水塊湧昇の可能性とプランクトン哨殖の助艮

6）雌礎生産の変化にともなう水質汚染状況の変化

とれらの諸変化のうち(1)は満工後ftちにその影轡が現われるものであるが、(3)～(6)は捜岸があ

る穐度造成された後に変化が生じるものと器えられる。また(2)は空港が朋推されその機能が発＃f
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されることによって生

じる変化である1巻“
目ごとに変化の状況に

ついて検討する｡1

1）工事および流況変

化による濁りの発生

(a)工事中における

濁りの発生予測…

･･･工事にようて発

生する濁りは運輸
‘ ↑

省が工程別に数値

シミュレーション

を行ない発生海域

と拡散状況につい
’）

て予測している。
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れたものである。

人口島造成の場合

は図1－1のごと
‘！

<護岸造成初期の

拡散範囲が大きく、

0．1胴以上の濁り

が長径15～16

腕の楕円状の海域

で発生する。｜
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図1－2連絡橋（着工後6カ月経過；

図1－3 人口島十巡絡柵（肴工後6カ月経過）
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‐まで影響範囲は縮小しない。しかし1炉以上の強い濁りは空港島周辺部に限定されている。

一方迎絡橋建設の工事でも泉州柵岸部を発生源とした濁りが発生するが（図1－2）0．1

F以上の濁りは泉州側橋梁基部から約5km以内とされている。これらの工砺が同時に施行さ
!1

れると両者の濁りが亜複して現われるが、0.1脚以上の濁りが予測される海域は図1－1と

殆んど変らず0.1～0.01の弱い濁りが西方に拡大すると考えられている。（図1-3)

このように工事による海水の濁りは着工後2年以内の時期に股も強く現われると予測して

いる。
+I，

潮時別にみた濁りの発生とその拡散状況（非定常解）の結果では、余盛撤去などの工瓢が

行なわれている。工区(500mメッシュ）で1時的に10～20Fの強い濁りが発生する

がその影唇は1時的で12～24時間以内に消失するものとし、近傍の工区では濁りが急激

に低下することから空港烏周辺海域におよぼす影響は定常解のパターンで十分代表されるも

のと考えられている。

これらの予測は現在の技術水準ではそれなりに評価されるべきものであるが、いくつかの

問題点を含んでいる。最も間胆なのはシミュレーションに用いた海底土の粒径分布が大きい

方に片寄っていること。土砂の沈降速度をストークスの法則から計算し、現場で作用する乱

流拡散による沈降の妨げを考慮していないことである。ストークスの法則による計算では代

表粒径6必の微細粒子は2.7m/日沈降することになるが、乱流拡散を考えれば水深約20
0

mの当該海域でごく平均的にいって安定懸濁の限界粒径は約5必であるといわれている。し

たがって実際の工耶現場海域では濁りに大きな影響を及ぼす微細粒子がまき上げ等の効果も

あってシミュレーションの予測結果よりも長期間海中に懸濁し、拡散範囲も拡大することが

予測される。

卵2の問題点はシミュレーションによる濁りは500mの鉛直メッシュで均一化されると

した点である。既往の調査によると海面から流入する俊喋浮泥は海面.ドを海底面に沿って舌
8）

状に拡散することが鐙められている。今回の工事による濁りの発生源が主に海底であること

を考えると工事現場近くでは予測結果より底脳近くの濁りがより強く、その影轡範囲も拡大

するものと考えられる。

(b)流況変化による海底堆稿物のまき上げによる濁り……工事現場での濁りの発生と共に底層

流速が速くなる海域では海底泥のまき上げによる濁りがこれに加わることが予測される。泉

南海域における潮流によるまき上げの闇値は底層流速20cm/secと考えられ、それ以上に

なると底泥のまき上げを生じ、3Ocm/secを越えると大規模なまき上げが行なわれること
4）

が明らかにされている。

二肘位レベルモデルによる流況シミュレーションの結果から底層流速は北流、南流岐強時
)

、とも空港島の東西で2～4cm/sec速まることを予測している。人口品述設予定海域は湾東

部の停滞域と湾口部のより速い海域に移行する中間縦にあって、現状地形の底肘では大潮平
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‘）
均（明石瀬戸東西流最強時）で0.1～0.4m/secの流速があることから、人口島西側の海

域では構築物造成後に新しく海底泥のまき上げを生じる海域や、まき上げが現況より活発に

なる海域が出現する可能性がある。一方濁りの数値シミュレーションに用いた二次元流れ単
’）

層モデルの計算結果では、空港島建設途中、および完成後の角の部分に小規模ではあるが岐

強時10～2Ocm/secも流速が早くなる海域が出現するが、この海底では大規模な堆積物

のまき上げ力f行なわれるものと考えられる。

2）空港開港による新しい汚染負荷の発生と泉州沿岸部からの流入負荷量の瑚加による水質の有

機汚染’

空港建設計画では空港が開港されることによって生じる空港島からの新しい汚染負荷鼓はC

ODで0.214～0.322t/日と試算している。一方泉州沿岸部では関連施設の誘致、宅地開

発等によって現状より負荷量が増大するものと予想されるが、現在1部着工されている大阪湾

岸流域下水道が完成すれば、昭和75年には昭和65年より流入負荷雌が減少するものと想定

している。大阪府資料による負荷量の現況および将来予測は大津川以南の泉州沿岸部から海域

に流入する水系を22ブロックに分けて計算しているが、昭和65年に負荷凪が大きく増加す

るのは我1の5ブロック、昭和75年は下水処理場が趣投される予定の岸和川北部、貝塚北部、

男里川水系の3カ所である。75年時の3水系での負荷価の噛大は、空港建設より下水処理場

の建設による影響と考えるのが妥当であるため、こ堅では泉州全域（泉大津以南）の負荷批が

現況よりCODで8(t/日）増加する昭和65年時について検討した。

対象とした5水系の負荷瑚加量はCODで6.6t/日であるが、5カ所から海域に流入する

ものとして汚染物質(COD)の海域における拡がり面積を予測する。
7）

濃度分布の予測は熊谷・西村の式を用いた。

<c-p)/m=o.022S-%

こ弘にC:汚染物質の濃度COD、g/㎡※注記現況の汚染域と昭和65年

C:十分遠方における汚染物質の擢度（負荷瞳増加)時の汚染域
の差を新しく生じる汚染域

M:流入負荷量g/sec

とした。
S:拡がり面枇y

この式は数多くのパルプエ場廃水の実測分布から求められたもので淡水性の廃水に対し、排

水口のごく近傍を除いて適用できるとされている。また保存性の物質について求められたもの

であるからCOD等非保存性の物質の浪度分布に適用すると実際よりi妬めの値が出ることにな

る。COD増加負荷戯をMに与え、海水のCODがl即以上高くなる髄域（汚染域）の面砿を

計算じ惑主惚染と表,に記さいした｡排水が流入する所を5カ所とすると､泉州澗岸域で約
1．syの海域が現状よりCOD濃度が1瓶以上高められる。これらが半円状に海域に広がるも

のとすればその妙響範蝋は峰和凹北祁で0.83城と比較的大きく､その他は0.3~o.4yの海
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域に限られる。また空泌烏では負荷賊が少ないことから半掻0.14km、30,000㎡の海域であ

る。

我l泉州域における汚染負荷量の将来予測と海域流入後の汚染域の予測

》

二

王

一

一

国

や Aは15～16万I'lJ/年、Bは26～27万回／年の発狩回数

3）貧酸素水塊形成状況の変化

大阪滴における貧酸衆水塊の発
0.9）

生状況は昭棚51年、52年の調

壷で概況が明らかにされた。底暦

水の強い貧酸紫化ないし無綾紫化

は型期7～8月に20m等深線の

内側一湾奥～東部海域で定常的に

発生するが、この海域は底脳流が
6）

大潮平均で10en/sec以下の海

域と一致している。したがって人

工島造成による流速の織少は場合

によって貧酸累水塊の形成、発達

を助災する要素となる。流況シミ

ュレーションの将来予測では人口

脇の北側と南西側（泉南沖合海域）

で流速が2～4cm/sec減少する

ことを予測し、その伽域は北流時

言慧典蕊惣墜

商
侮

る
る

な
な

cvd
謬引塵画檀遼が2～4m理

図2空港島趣設に伴う流況の変化と苗酸素水塊

の発生海域5)、8)、，）
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より南流時に大きく湾中央部に拡大している。この海域は図2に示すように滝奥の貧酸紫海域

の外縁部にあ|って貧酸素化が解猫する海域にあたり､“流速が10cm/sec(大潮平均､蝋
石海峡西流、東流最強時）前後の海域であることから2～4cm/secの流速低下は貧酸業化水

塊を湾中央部と南西方向泉南沖海域に拡大させる可能性がある。一方人口島の西と東側では逆

に底噛流速が2～4cm/sec増加するが、西側海域は常時貧酸素化水塊の外側にあるため現況

の貧酸紫水塊を速流域内で解消させる効果はあまり期待出来ない。しかし東側の泉佐野地先で

は1部その作用をはたす部分が生ずるものと考えられる。

貧酸紫水塊の拡大および形成助艮は底生生物や底蒋性魚類に直接影響を及ぼすのみならず、
‘）

底層水の溶存酸素と密接な関係がある底泥からのDIP溶出を飛躍的に増大させることから水

質と共に植物プランクトンによる一次生産にも間接的に影響を及ぼすおそれがある。

4）湾奥に流入する河川水の拡散状況の変化

水理模型を使った染料の連続投入実験によると大潮時に湾奥部に流入する河川水は湾東部で
’｡）

拡散が促進されることが明らかにされている。図3のごとく現況の拡散パターンは500の等

濃度線が神戸港～泉大祁を結ぶ線上にあり滴奥表肘にみられる常時低かんな海域とほ賀一致し

ている。これが泉州沖に空港が造成されたケースでは500の等濃度線が大きく南部海域にま

で引きよせられている。（小潮時は現況とほとんど変らない。）このことは泉南海域が湾奥低

大阪湾拡散ｨぐターン図
（現況、大潮60潮汐目

，らいw甥ｲ。

"一一農

劃3湾奥にI

大阪湾拡散パターン腿

零粟一大潮風)潮汐目）（皿位：皿

謬謬醤

'0°之J&

-/P"

参

（2）空港設椴後

川水の拡散パターンの変化..)
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かん水の影響をより受けやすくなることを意味しており、塩分の低下と共に湾奥で常時発生す

る畦藻赤潮や各棚汚染物簡の影響がよりおよびやすくなるものと考えられる。

5）流況変化による底層水塊湧昇の可能性
0）

流況シミュレーションの計算結果は、人口島造成によって引起される底肘水塊が湧昇する可

能性の予測について記載していない．

しかし人口島の南西側海域の底脳は明石海峡西流時に湾口部から北東方向に向う流れが比較
‘）

的強いところであり、東流時には明石海峡から南東方向に向う流れが人口島北側に達している。

浅海定線調査でも人口島北岸近傍のST.9で明石海峡から流入した底刷水が湧昇するパターン

が現われることが多い。このため当該海域で大規模な人造構築物を海中に造成することは底胸

水塊の湧昇を助長させる可能性が強い．

現況の湾東部海域は水温上昇期に畷閣が形成され、上層ではプランクトンの哨殖が活発に行

なわれる結果上刷水は著しく貧栄養となるのに対し、底層水はそれらの分解再生塩や底質から

の溶出物が高濃度に蓄積されている。このような異質の水塊の安定成層は高温期における植物

プランクトンの地殖を一時的に抑制しているものと考えられる。仮に底胸水の湧昇が現状より

も大規模に行なわれた場合は表層水に栄養塩に富んだ底層水を供給することになり、プランク

トンの増殖を促進する。

泉南海域では赤潮発生に前駆して踊屈形成時に水塊の鉛直混合が生じている。赤潮の頻発は

CODであらわされる有樋汚染物質の内部生産となって湾の水質を悪化させる。

6）基礎生産の変化にともなう海域有機汚染状況の変化
h､'‘、､ギ

大阪湾泉州沖海域の有槻懸濁態炭紫(POOは鉛直断面平均で30～80%(年平均で65
..)

％）が植物性プランクトン起源のものであると推定されている。またCODとクロロフィルの

関係から植物プランクトンの影審がない時のCOD(アルカリ性ヨウ衆法）は0.7～0.8限と

みられ（表層では通常1～6願）プランクトンによる内部生産が海域の有機汚染に大きな影響
')

をおよぼしている。したがって人口脇の造成によって一次生産が促進される場合はこの海域の

有機汚染が強められることになろう。この点に関してはプランクトンに側する影智予測の中で

再度検討されるべきである。

以上人口島、連絡橋造成にともなう水質変化に関し考えられる点について項目別に指摘したが．

股も影智が大きいのは海水の濁りである。次に底噛流の湧昇が促進されるとすれば植物プランク

トンの哨殖による海域環境の変化であろう。

《参考資料》

1)第三港湾建設局関西国際空港調査室漁業委u会用資料4．水質汚濁(1979年11月）

2）西村肇土と基礎22－9，3～10（1974）

3）本州四国連絡架橋漁業影唇調査委員会昭和46年度本州四国連絡架橋漁業影轡調在報告
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編123～157(1980)
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7）態谷幹郎・西村肇化学工学38（9）659～663(1974)

8）大阪府水産試験場研究報告571～84(1978)

9）日本水産資源保護協会昭和52年度関西国際空港漁業環境影響調査報告環境生物編

95～108（1978）

10)運輸省航空局関西国際空港の規模及び位置（航空審議会答申）関係資料第2分冊27

~57(1974)

11)水産庁瀬戸内海赤潮予察調査昭和51，52年研究報告i'F9～67(1978)

12）大阪府水産拭験場泉南海域埋立による南大阪湾岸流域下水道南部処理場建設計画に側す

る環境アセスメント調査昭和51年度報告神1～160(1977)
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した4カ所のキレ,ツト川辺では約2cm以上の堆積があり、島周辺l～2km以内は1cm価の、人
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測している。

仮りに図1に示さ

れた通りの沈降、堆

積が行われるとして

底質変化の状況を検

‘けする。図2の曲線

①、②は濁りの成分

となる海底泥および

山土（マサ土）の粒

径 別累柵亜量分布

（粒径特性）として《柾注狩1王ノとしL 図1堆澗厚のシミュレーション結果

シ ミ ュ レ ー ションに （工事着工から6年後の累計）’）

あたえたもので、海

底泥の濁りは14～ 1”

彫

30“（75彫）、

マサ土の場合は20脚

~50a(88%)
“

の粒子が大部分を占
0

めている。一方曲線“

③は野上による底質
。）釦

調査結果から求めた

空港周辺海域11点

6．6‐

STB貝

6．6－SS

STgADYSTATE

化､、

S IO鋤I”必麹必

底質粒径

の平均粒径別累積亜

図2シミュレーションに用いた土砂の粒度と現場海域底質
量曲線で現場海域の2,3）

の粒度累積m処組成
底質現況をあらわし

ている。曲線③が示

す現場の底質は16必以下の微細粒子が大半（67彫）を占めるが、このような微細泥の上に

曲線①、②の粒径組成をもつ泥土がミックスして堆積することになる。この明合堆積物の粒子

は人工凡近くで堆積厚の高いところほど大型粒子の比率が大きく、堆積厚が却くて島から遠ざ

かるほど小型粒子の比率が高くなるが、シミュレーションの結果によれば人工島からの距離

（堆積厚）と堆積粒子の粒径変化は図3のようになると予淘している。岸壁から2．Stan以内の

海域では代表粒径16，24，40必の粒子が多く、以遠では10，16，24必の粒子比串が

高い。

陸上から運ばれるマサ土は本来海底泥とは異質のものであるが、海底泥による濁りは現場の
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泥がまき上るものであるからシミ

ュレーションに用いる海底泥の粒

径組成は現場の海底泥（曲線③）

と同一のものとするべきであると

考えられ、海底泥による濁りの粒
1-

径組成を過大IC兇刷っている可能
一0-!

性がある｡』､リ･j

シミュレーションに使用した濁

りの粒径分布は懸濁物を海水に溶

かし、ねり返し、煮沸、撹伴、分

散剤の添加等の操作を省略した便

1

:'三蕊
人工■
からの’

11陣

＆5m

25m

10陣」

土
■
自
国
“

4C

20

F浬刈吻融〃凹守四坪1Fで画酌し7こ1史51050必1”
堪峨周の雌径

法によって静水中で行なわれた兇

図3シミュレーションによる土砂堆積層の
かけの粒土分布である。一方曲線

粒度特性（着工後6年）2）
③の微細泥粒土分布（62邸以下）

は凍結した泥の一部を趨過海水に溶かし超音波で分散懸濁させ光透過式粒度分布測定器（セイ

シン企業製SK500型）を使って沈降度合を漫度変化から測定したものである。運輸省の調査

では現場の海底泥も見かけの粒度分布を求めると曲線①に近い粒径組成を持つとしているが、

この場合は周辺海域における土砂の堆積が現状の底質性状に大きな変化が生じる可能性は少な

い◎

しかしコールターカウンターによって測定された海底堆積物まき上げ間の粒径分布は海底泥

の粒径分布が曲線③に近いものであることを示唆（濁りの粒子がIlll線①ほど凝集していないこ

と）しており、海底泥の濁りの成分が曲線③であらわされるものであれば微細粒子の組成が飛

眼的にi大する。

そして濁りの拡散海域は大きく拡大し、周辺海域の堆積厚はうすくなってより遠方の海域に

分散するものと考えられる。

水質変化の予測で指摘したように、このモデルは乱流拡散、あるいは海底頂上でのまき上げ

の影轡が考恵されていない。

現場海域では乱流が作用するため微細粒子ほど沈降が遅くなり海中懸濁物となってより遠く

に運ばれる。濁りの海域が数仙計算の結果より拡大するのに対応して、抑い堆積肘が側1より

も拡大すること,が予想される。
これらの検討結果はシミュレーションの予測よりも濁りが拡大することになり、堆械厚はう

すくなるが、海水の濁り、水質におよぼす影響は拡大するo

2）流況変化にともなう停滞域での微細泥の堆積と速流域での粗大化・

流況シミュレーションの計算結果では人工島の北と南西側に現況より庇嗣旅が2～4cm連く
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が

海域

示す）

なる海域が、東側と西側では2

~4cm速くなる海域が出来るこ
4）

とを予測している。

このような流況変化に対応し

て一般的には停滞域で微細粒子

の沈降が促進され、速くなる甑

域ではまき上げによる底質粒子

組成の粗大化が除々に行なわれ

るものと考えられる6図4に大

阪湾の底質中央粒径分布と流況

変化の概況を示した：中央粒僅

’0“の線は湾奥から泉州沖合

部に張出し､･人工島周辺部は東

部を除いて10必以下の海域と

I 8 P U ｰ 正 山 写 、 〃延一廊刈肥叩＝口脚wの不

図4大阪湾底質の中央粒径（必）分布と

部を除いて10必以下の海域と 底層水流況変化の橿況3'4）
なっている。新しく形成される“

停滞域は現況でも中央粒径の小さい海域で、より流速の綬慢な湾奥部の粒径と大差のないこと

から、2～4cm/secの流速低下は微細泥の堆戟速度をいくらか促進させても底泥がより微小

化するおそれは少ないものと蛾定される。，、

流速が速くなる西側と東側の海域は粒子の沈降を幾分妨げるほか、底泥をまき上げることに

よって底質が幾分粗大化する可能性がある。しかし橋脚架設が予定される東側の海域は現状で

も粒径組成の大きい海域で、東側では流況変化による影響は局所的な海域に止るものと考えら

れる。

3）波高の低下が泉州沿岸部における水を停滞させ底質を微細化する。

泉州沿岸部の底質性状は水深10m練を境に明確に区別され､沿岸部は砂磯質、沖合域は泥

質となっている。これは冬期卓越する北西の強い季節風による波浪が沿岸部で堆砿する微細粒

子をまき上げ、その影響が鰯くなる沖合部で再沈降するためであろう。このように泉州沿岸の

浅海部では底屈水の流動が潮流よりも波動による振動流の影唇が大きく、底質性状を決定する

大きな要因になっていると考えられている。

この海域では一年を通して波高25～49m、周期3～4秒の波が卓越しているが、冬期は
0

底層撹伴に有効な波高の高い波の出現頻度も比較的多くなっている。

今、波高0.8m、周期4秒の波が人工島によって遮断され比波高が0.4～0.8に低くなった
‘）

時、波動による速度擾巾が水深によってどのように変るかを微小振巾波理論によって計算した

（閑5）。波商0.8mの波（周期4秒）は人工島で遮断されない時水深5mで28cm/sec、

10m深で13cm/secの速度をもっている。この値はその深さでの潮汐による速度振巾と同
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じかそれよりも大きく、波動による流速が比

波高の低Fによって弱められることは浅海部

の水が停滞することを意味している。図5か

ら水深5mの海域で比波商が0．4に低下した
_91守

・掛合､波動による底層の流速振巾は波高変化

Iのない11mの海域と同程度に弱められるこ

とをあらわしている。

人工鳥が建設されると波向NNW～WNW

の時に最も沿岸部の波高が減すいされ、10

m以浅で比波高が0.6～0．8になることが予

測されているが、このときの底屈での波によ

る流速は実際の水深より2倍程度深いところ

と同じくらいに低下するため微細泥の堆積が
，早－面．‘一’一

生じやすくなることが予見される。

4）底屑水の貧酸素水塊形成助長とそれにとも
『． “i ..,',

なう底質汚染の進行一“

ｌ
ｌ
９
Ｈ
、
８
）
吾
竃
圏
爵
岬
制
里
毎
垣

比枚

351015画

水叔（h）

図5波高の変化によって生じる波α

速度優巾の水深別変化‘）

水質変化の予測で人工励北側に生じる潮流の停滞域では夏期の鰍l側形成時に貧酸衆水塊の形

成を助長する海域が出現する可能性があることを指摘している。
7）

底層水の貧酸累化にともなって底質の汚染が進行する状況を泉南海域の耶例で図6に示した《

図6－1は泉南海域18点を年6回（:1976年）継続的に調査したもので､底層水溶存酸素

と底質全硫化物の経過を全点平均値であらわし‘ている。溶存酸素と全硫化物の変化は2カ月の

ズレをもって対応している。各調査時の溶存酸素と2カ月後の底質全硫化物をプロ･ソト（図6

－2）すると両者の間で負の相関が密接である。このことから底層水のDO低下はあるスケー
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ルの時i柵経過をおいて底蘭の全硫化物を噌加させることがわかる。したがって流況変化によっ

て貧酸素水塊の形成が助長されることは底質の汚染も進行させる。

5）新規汚染負荷の流入およびその瑚大

にともなう底質汚染域の拡大

継続的に排水が流入している水域で

は負荷量と汚染物質の拡がり面積の間

に規則的な関係が見出されている。す

なわち‘

。=(で鵠"”
こ》にC:底質我而のCODM

（”．9－1）

C②：同じCODのパックグs

ラウンド値 Rづ

M:COD排出負荷倣
図7空港開港後周辺地域の開発、汚染負

(t/day)
荷量の珊加によって底質COD濃度

S:捜度C以上の拡がり面が現況よりも1mg/g以上高くなる

積（畑） 領域（昭和65年）

この式を用いて空港島から排出されるCOD負荷量と泉州沿岸部の昭和65年時における負

荷鮭の地加によって底質表面のCOD濃度が現状よりlmg/g以上聞くなる伽域（汚染域）を

表l汚染負荷量の珊加による底質CODが現状より1mg/g以上汚染する領域の予測

注（蝋語鰯鴛室り患2‘~"万画/…綴腫'数）
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計算した。結果を表1，図7に示した。(COD負荷倣の水系別現況および将来予測は水質変

化で使用したものと同じ大阪府寅料による。）

排水の流入する5カ所の沿岸には各々l～13ldの底質汚染域が形成され、その合計は約20

Mとなる。この面敬は水質が変化する面積にくらべると大きく、汚染域が半円状に拡がるとす

れば流入口から半径0.8～2.9kmの海域が汚染域となる。

空港鳥では処理場放水口の近くの海域が半径0.4km以内で底質CODがImg/g以上高くな

る。

【参考資料》’

1)第三港湾建設局関西空港闘従室漁業委員会用資料4.水質汚濁(1979年11月）

2）第三港湾建設局関西空港調査室漁業委員会用資料数値シミュレーションによる空港ハ

周辺への土粒子の堆械(1980年1月）

3）日本水産資瞭保護協会昭和52年度関西国際空港漁業環境影響調査慨告環境生物班
1’

214～260(1978)

4）卵三港湾趣設局関西空港調在室流況シミュレーションの計算結果（1979年12月）

5）第三港湾建設局関西空港測従室漁業委員会用資料l－l泉州海域の波浪(1979*1

11ノJ)

6）東〃〔大学工学部西村研究案泉南海域埋立による南大阪湾岸流域卜水遡南部処理場処投§

胸jに関する環境アセスメント側告書昭和52年度1～187（1978）

7）大阪府水産試験場泉南海域埋立による南大阪簡岸流域下水道南部処理場建設計画に関す

る環境アセスメント報告i'F昭和51年度1～160(1977)

3・ベントス生物相|の現況と変化予測
1．現況

')
空港島の埋立が予定されている周辺海域におけるペントス生物相の現況を矢侍等（1978）、

0
玉井等(1978)の調壷結果をもとに要約すると表lのようになる。

変1大阪湾泉州海域におけるベントス生物相の現況

沖合域（
水間
10m以深

沿 ・岸城

北： 南モ

生息環境

隣
47～76彫

0.31～0．52iDg/s

1.5mg/g以一

泥

42～46彫

0．11～0．4

68～73ジ

、0．08～0．15

1m／9以1

砂、磯、貝殻
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我1つづき

ペン卜』

出現禰類数

生息 密度

主要種

現存量

沖合域（
水解
10m以；

）

3～5/0.1i

23～235

46～106inds/nf

多毛類の個体数絹組

比率は又､冬とも80

％をこす。

LumbrinerisIon

gifolia（？

2～39／㎡と少な↓

沿 岸鯛

北 部 南部

少ない(10(冬)～17(夏)ffi/0.1㎡）多い
2，200（冬)～4，000（夏)inds/ni

DO低下前後とも多

毛類が優占する，

Lumbrinerisbre-
■｡

V1C1rra

Paraprionospiopi-
nnata

DO低下前には甲佃

類が多いがその後軟

体動物又は多毛類か

多くな畠

ヨコエビ

ホトトギスガ

L･longifolia,Corophiumacher-
us1cum

冬22．19／㎡、夏27．19／㎡と多↓

2．変化の予測

ベントスの生息状況に影響をおよぼすと予測される環境嬰因の変化耶項を指摘すると次の5

項目がある。

1)埋立による直接的な生息域の摘失

2）底脳水の流況変化

3）貧酸素水塊の形成助長

4）汚染負荷量の瑚大による底質汚染域の拡大

5）工]仏中の濁り等による人工鳥周辺域の土砂の堆積‘

これらの各項目についてペントスとの関連を検討する。

1)埋立による直接的な生息域の消失

これについては説明を要さない。たぎ直接的な拙失として空港島の建設予定面積(1．710

ho)×2～3g/㎡程度のペントス現存量が失われる。

2）底閥水の流況変化がペントスに及ぼす影響

ベントスの分布は底質の化学的なパラメーターと共に海域の停滞性と密接な関係をもつこ
3）

とはよく知られている。北森によると停滞性が強い海域では汚染指標値が低くても生物相や

指標生物に大きな悪影轡をおよぼすし、反対に底層水の流動が良好な海域では化学的パラメ

ーターが悪化しても悪影響は樫減されると指摘している。
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このような観点から流況変化がペントスにおよぼす影響について考えてみると、空港島の

述設によって底層水の流れを停滞させる作用因子として2つのものがある。一つは流況シミ
‘）

ユレーションから予測される人工鳥北側と南西側の海域の流速低下（2～4cm/sec)であ
6）

り、もう一つは人工島の遮へい効果による波商の低下が沿岸部の水を停滞させることである

前者の変化が生じる海域はベントス、底質とも現在すでに劣悪な状況にあって諏類数、生物

量とも最も少ないところ（図1－B域）から、その外縁部にかけて回復する海域（図1－A
,0-

域）を含んでいる。Bの海域はより停滞性が強くさ汚染が進んでいる湾奥海域と比較しても

生物相に大差のないことから流速2～4cm/secの低下はさほどベントスの生息状況に影唇

しないと考えられるが、Aの海域は貧酸素水塊の形成助長が予測されるところであり、生物

相が貧困なB海域型に近づくことが予測される。

I■●■範’

。、

臼f余呉
とfe&*.c

典･I

糸：
0．0

親
期●刃

。

舗溌員
．

〆
上 功｡

XJDC
OOOiOc

j画.｡』巴1．．101
00

(1)生物量巨弓南流般強時の底慰（2）出現穂類数
湿電量（9／㎡）と停滞域流速が2～4cm/sec総種類数（採泥面職0.1n

および底脳貧酸素水塊の発生低下すると予測され当り）と停滞域および底層ま
海域の関係（た冒し湿砿量はる海域酸紫水塊の発生海域との関併
魚類および0．59以上の大型函現況で底肘貧酸素（た曽し練皮動物を除く）
個体を除く）水塊の発生海域

図1マクロベントス生物相と海域環境変化との関係

①今宇

一方後者の変化は泉南沿岸部のベントスに影唇する。10m以浅の泉南沿岸部のベントス

生息密度は10m以深の10～10*倍も商いことが明らか'坐れている｡またこれらの洩梅
部の水の動きは波高の大きい時には波動による流速振巾が潮汐によるものと同じかそれ以上

17）

に大きいことも明らかにされている。波による底層水の流速掻巾が遮へい効果によって低下
することは浅海胸でも見かけ上より深い海域の流動状況に近づくことを意味している｡従っ

-129－



て波向NNW～WNWの時、波高の低下が予測されている泉南市の沿岸では底泥の微細化と

ベントス生物相の変化（沿岸型からや騨沖合型への移行）が予想される。
|,

流況の変化は底層流速を2～4cm/sec増加させる海域も出現することから、この海域で

はペントスの生息条件にプラスの効果をもたらすものと考えられ、空港島西側と東側では生

物剛類類、生息密度の贈加が期待される。

このように空港島と泉南沿岸とにかこまれる海域は波高の低下によるマイナス効果とシミ

ュレーションから予測される速流域のプラス効果が同時に現われることになるが、両者の変

化予測からみて北東部ではプラス効果が、南東部ではマイナス効果が差引して残るものと考

えられる。

3）底届における貧酸素水塊の形成助長とベントスの関係

空港島の北側と南西側の生じる停滞域では成屈形成時に底層水の貧酸素化が促進されるこ

とが予測されている。ベントス生物相が底層水の溶存酸素と敏感に反応することは矢持等の

調査でも明らかにされているが、現況の分布パターンもこれらの環境要因の影響を強く受け

ているとみなされる。したがって前項2）で指摘したBの海域（図1）は現在でも貧酸紫化

する海域であり、生物相が貧困であることからこれ以上の大きな変化は生じにくいと考えら

れるのに対し、Aの海域では貧酸素水塊の形成助長によって環境要因がB海域に近づくこと

になり、ペントス密度の低下、種類数が減少することが予想される。

4）底質汚染域の拡大がベントスにおよぼす影響

空港の開港とこれに関連した周辺地

域の開発によって空港島排水口周辺と

泉州沿岸5カ所は底質COD捜度が1

m／9以上卿加する餌域が出来ると予

測されている。

liU者は面悩(0.2kri)も少なく、ペ

ントス生物相が現状でも乏しい海域で

あることからその影響は僅少であろう。

後者の沿岸部は汚染倣域が比較的大き

く（20M、図2）生息密度も高いと

ころであるから何らかの変化が生ずる

ものと考えられる。定過的な変化予測

は困難であるが、その方向性をのべる

と、沿岸域の有磯汚染（富栄養化）は

ペントス生物風を埴大させる。しかし

その進行程度に差がある北部沿岸と南
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部沿岸では生物の群集組成がことなり、富栄養から過栄養の段階にあるとみられる北部沿岸
‘）

域は年間を通して多毛類の優占する＃ﾘ城となっている。北部沿ﾊ2の現況は泉南海域が更に1;『

栄養化した場合（将来）の状態を暗示しているものとみられ、底質汚染域では北部型の移禄

接近が行われるものと想定される。すなわち南部沿岸域では甲殻類、軟体麺が壁窟で種類数

も多い状態から多毛類中心で個体数は多いが種頻数は比較的少なくなる状態への移行である。

また北部沿岸域では一時期場所によっては無生物状態が出現する可能性が生ずる。

甲殻類、頚に堵脚額等の小型甲殻類は魚類の餌料生物として砿用で、これらの消失は漁業

上影唇が大きい。

5）濁りに起因する土砂の埋積がベントスにおよぼす影響について

濁り物質が鍾過食性ペントスの摂食に悪影響をおよぼす可能性がある。
0

空港島周辺海域では概略的にみて泥食性の剛航が多いが、南部沿岸では定在性でデトライ

タスフィーダーであるカサネカンザシ、ケヤリ賦等の現存通も多い。埋立に使用される土砂

は陸上性のもので、これら異質のものが直接海底にもたらされることは趨過食性のペントス

と共に泥食者の摂食や生息に悪影響をおよぼすおそれがある。

無機的な汚濁がベントスにおよぼす影響については調査事例が非常に少ない。
｡）

北疎(1968)によると無機的汚周では有機的汚濁にみられるような多栄養域は形成さ

れず汚濁源に近づくに従って棚類数や個体数が減少するのが一般的な傾向であると指摘して

いる。またこのような海域の指標生物としてCossuracoastaがあり、埋立や波諜にとも

なって微細な泥が沈降するところで本轍が多く採取されることもあると紀載している。
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46‘プランクトンの変化予測I

，空港島の建設にともなう海域環境の変化は直接あるいは間接的に植物､‘動物プランクトンの生

乙息、分布に影唇をおよぼすものと考えられるが、変化の可能性を指摘すれば次のようなことがい

える。：，‘，

《植物性プランクト,ン》‘，‘剛I’岬，，」“､，

（1）海水の濁りが植物プランクトンの基礎生産におよぼす影唇

(2)湾奥沿岸水の拡散パターンの変化と植物性オランクトンの関係

（3）底層水の湧昇が植物性プランクトンの基礎生産におよぼす影響．‘胃

《動物性プランクトン》，

.(4)海域環境の変化が直接動物プランクトンの生息分布におよぼす影響

①海水の濁り

②貧酸素水塊の形成助長‘

③湾奥河川水の拡散パターン変化による動物プランクトン生物相の変化

④洲有用甲殻類に対する影響、‘31．，

⑤餌料プランクトンに対する影審､．、

（5）基礎生産の変化が間接的に動物プランクトンにおよぼす影響．.

以上の各項目別にその影響も変化の擾要を検討する。

(1)これについては2つのケースが考えられる。その一つは濁りが海中照度を低下させ基礎生産

を低下させる。一次生産量は温度、照度、栄養塩■等の関数形であらわされるが、照度が制限

要因となる場合1J(冬期も雲天）はその影響が大きい。‘

他の一つは無機的な濁りがプランクトンを蕊集し、沈降させる作用があるため、一般的には

一次生産量を低下させる。その反面赤潮時は異常贈殖を抑制する効果があるともいわれている。

（2）大阪湾の植物プランクトン分布は湾奥低かん域で畦藻赤潮が頻発しざその影轡が泉州沖合部

一におよぶのに対し､泉南沿岸部では渦べん毛藻、黄色べん毛藻等が優占するのが現在の定常的

傾向となっている。（図1参照）水質変化の予測で指摘したようにも湾奥河川水の拡散パター

ンは空港趣股によって、より南部沖合方向へ拡大（大潮時）することが予想されることから、

泉州沖合域では湾奥沿岸水（碓藻赤潮）の影響がより支配的になるものと考えられる。

（3）躍層形成時の泉南海域は植物プランクトンの活発な増殖によって表層は貧栄養に、底刷では

分解、熔出した高濃度な栄養塩が蓄積されている。2つの異質な水塊の安定成肘は一時的にプ

ランクトン（主に碓藻）の珊航を抑制しているものと考えられる。このような海域に仮に栄養

塩の豊富な底脳水の湧昇が行なわれるとすれば、貧栄養な表肘水に養分を補給することになり

プランクトンのブルーミングの頻度を高めることになる。この海域で眼層形成期における水塊
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泉南地先における植物性プランク

トンの分布パターン

(1976年5月24日、表朋水）

図1

一一一

の鉛直混合は赤潮発生の前駆現欺の一

つ にされてい る ｡ ‐

(4)一①湾奥部で動物プランクトンの生

息環境が悪化する夏期には動物プラン

』クトン且(GG54ネット沈澱量）と

透明度の間に正の相関が密接となる。

その一例として毛がく類と透明度の関

係を図2に示した。毛がく類は比較的

清浄な水塊を好み、湾内では透明度2

m以下の水域で生息数が大巾に減少す

・る。このように良期の動物プランクト

ン量は一般に海水の濁りが強いところ

ほど少なくなることがわかるが、現場

海域の濁りは植物プランクトンの哨殖

による有磯的なものの寄与が大きく、

流入汚染物質や植物プランクトンによ‐

る排除作用が関与している可能性があ

り､必ずしも泥+等無織絢な周りと動
物プランクトン量の関係は明らかでは

ないO'I

麺

e麺

が

123456（■）

､迫朝.度

図2毛がく頚の出現個体数と

透明度の関係（1978年8月）
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(4)－②底層水の溶存酸衆と動物

プランクトンJitの関係を予備的

に調査した事例を図示した。（図

3）溶存酸梁が20％前後に低

下する底層水中では明らかに甲

殻類の出現個体が少なく、70

％前後の海域では400～1.200
1,J,

inds/㎡と正常に近い出現状

況を示している。

しかし多毛類は溶存酸紫との

関連はさほど鋭敏ではなく、飽
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況を示している。図3底屈水の溶存酸素と動物プランクトンの関係

(1979年、大阪湾、7～8月）しかし多毛類は溶存酸紫との

関連はさほど鋭敏ではなく、飽

和度20％前後でも個体数は減少しない。調査ﾘ『例が少ないことから速断することは出来ない

が、環境水中の溶存酸業の低下は動物プランクトン量や組成に影響をおよぼすものと考えられ、

貧酸素水塊の形成助長は動物プランクトンにとって好ましいことではない。

(4)一③動物プランクトンの出現状況を稲類別にみると湾奥沿岸水が支配的な海域で濃密に分布

し、その影響が弱くなる湾口部に向って減少する分布パターンを示す種類があるdまたこれと

は逆の分布パターンを示す種額もあり、水塊の特徴によって出現極の分布、組成がことなるこ

とが多い。空港島の建設によって泉南沖合海域は滴奥沿岸水の影響が強められることが予測さ

れているが、湾奥系水の指標的な分布を示すEvadnenordomanii,Centropagesabd-

ominalis,Sagittacrassaf・naikaiensis,Acartiaclausi等の種類についてそ

の生恩分布が空港周辺域で強められる可能性がある。

(4)一④有用甲殻類プランクトンのうち悌脚類の湾内分布は4～6月を除いて束高西低の分布を

示すが、エビ類、カニ類幼生は懸濁質係数の大きい水域（低透明度域）では分布密度が低い。

したがって湾奥系水の影響が大阪府沿岸寄りに強められるならばそれらの分布も全般的に南偏

をよぎなくされるであろうし、4～6月に添加される外洋性コペポーダやエビ類幼生の侵入鼠

も抑制されるおそれがある。

(4)－⑤有用魚稲の餌料プランクトン（コペポーダを主としてその他枝角類、甲殻類幼生、毛が

く類等）は4～6月の外洋性穂添加期を除いて東高西低の分布を示し、それらはプランクトン

食性種であるイワシ類、アジ、サバ、コノシロ、イカナコ・等の漁場形成とも深く関連しているの

これらの魚種でも珪藻一コペポーダ型、コペポーダー珪藻型、あるいはコペポーダー動物プラ

ンクトン型等の食性タイプに分けられる。餌料プランクトンのうちでもコペポーダは数量的に

多いが、空港巡設により湾奥沿岸水の影響が拡大されると成魚群の漁場が南偏すること、コペ

ポーダ幼生の密度低下による有用魚種幼椎仔の生存率の低下も否定できない。あるいはまた餌

料として不適当な内簡性枝角類の分布範囲の拡大によりシラス製品の価値低下をきたす場合も
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考えられる。

’人為的な汚染の影瀞がおよばない外洋では動物プランクトンlitが一次生産蹴によって制約さ

えていることは広く知られているﾘ災である。大阪滴でも湾奥の蝋境が耕しく好転する冬期2

月は動物プランクトンmとクロロフィルーaの間に正の相関が密接となり、餌生物の多い海魁

ほど動物プランクトン杜（ネット沈澱量）が多いことが認められている。従って適度の一次41

産批の端加は動物プランクトン批を増大させるが、又期における過度の基礎生産は動物プラ＞

(5)

クトンにとって好ましい環境ではなし

ｌ
‐
１
１
‐
‐
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2．大阪湾東部海域における水塊構造調査

城 久・安部恒之

、この調査の目的は大阪湾東部泉州沖海域における塩分・濁り等の構造を継続的な現場観測によっ

て明らかにし、濁りの現況と季節変化の特徴・出水時の状況等を把握するとともに、濁りの実態・

起源および濁りの分布を支配する饗因等について検討することである。、~

このため52年度は水温・塩分・濁りの構造とその季節変化の状況把握に軍点をおき、53年度

は濁りの実態を明らかにするため濁度・懸濁物亜量のほかコールターカウンターによって懸濁物質

の粒径別粒子数・体積濃度を求め、相互の関係等から懸周物質の起源ごとの分別方法について検討

した。

濁りの供給源は表l側では河川水・内部発生する赤潮プランクトンがあり、底肘では水の流動によ

ってまき上げられると考えられる底泥起原の懸濁物がある。そこで今年度はこれらを現場において

実際に検証するため定点の連院観測から潮流と底層水の濁りの関係を調査する一方、大量降雨後の

出水時に現鴫観測を行ない河川水の流入にともなう懸濁物の供給と海域への拡がり状況について調

べた。

国査結果の要約

底層水の流動と海底埋積物のまき上げの関係、出水時における河川水の流入と海域における濁り

の拡がり状況について明らかにするため2回の定点観測と4回の分布観測を行なった。得られた結

果の詳細は「昭和54年度関西国際空港漁業環境影響調査報告書一環境生物絹」に妃載したが、そ

の概要を要約すれば次のとおりである。

(1)海底埋棚物のまき上げを引起す底刷水の動きに2つの作用要素がある。その一つは流向の変る

ときに生ずるまき上げで海底面の摩擦方向の変化によって引起されると考えられ小規模なもので

ある。他の一つは流れの速さによるまき上げで流速が一定限度以下では発生しない。泉南海域で

の値は2Ocm/secとみられ、3Ocm/sec以上になると大規模なまき上げが行なわれる。こ

の時の影響は流速が弱まった後も数時間にわたって底朋水塊の濁りを支配すると共に鉛直混合に

よって上間に底泥起源の懸濁物を供給する。

(2)湾奥に流入する淀川・大和川水系の河川水は出水当初堺港以北の湾奥表尉にうすく分布し、堺

～泉北港沖で塩分傾斜が強くなる。その後時間の軽過にともなって低かん水の脳は厚くなり、除

々に南西方向に及ぶが泉南沖海域に低かん水が到達するのは出水後5～7日後となる。

(3)出水時の河川水に含まれる懸濁物は時間の経過にともなって変化する。出水当初は粒子数が軒

し<多い。粒子数と粒径の関係はほ曾ft線で近似され、粒掻が大きくなるにつれて粒子数は指数

的に減少する。粒径別体積温度の分布型では5皿以下の微細粒子の体硫比率が大きく、粒径の増

-136-



大にともなって体積が急に減少する独特のパタ茎ンを示す。

その後日数の経過にともなって粒子数が減少する。とくに微細粒子ほど急に減少し、10uii

上の粒子は逆に増加する傾向がある。

(4)出水時の河川懸濁物の影響範囲は時空間的に限定されている。出水当初河口表噛と同一性状q

ものが直接分布するのは表屑では塩分が10*0以下の湾奥海域であり、鉛Ill的には河口部の2n

層に限られる。しかしその影響の一部は河口前面10～13kmの海域の表層水と河口周辺海域q

2～10m厨に岩よんでいる。当初の出水から5日後の河川懸濁物はその特徴が不明確となり、

河口周辺部の海域を除いて面接的な影響はみとめられない｡’

(5)懸濁物の特徴を粒子数と体積漫度の関係からみると、出水当初の河川懸濁物は粒子数に対す‘

体積濃度一勾配.(平均容積）一が股も小さく、粒径の大きいプランクトン起源の懸濁物が多くた

るほど勾配は高くなる。

出水5日後の河口周辺海域は流出懸濁物がや秘濃密に分布するが、その粒子数と体積濃度の4

配はまき上げによる底泥起源の懸濁物や、出水前の自然ベースの懸濁物とほ曹等しい･これはボ

川懸濁物が出水後の時間経過にともなって海域で通常存在するものと等質なものに変化していく

ことを示しているく

ヤ
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3．大阪湾における動物プランクトンの現存量と生産量の見積りに関する鯛査

か
く城

大阪湾は以前から赤潮が頻発していることなど瀬戸内海では最も富栄養化した内湾として知られ

ているが、同時に単位面積当りの漁業生産丘も肢も高い海域の一つである。これは栄養塩等の流入

から一次生産、二次生産、そして高次の食性段階にいたるエネルギーの伝送が見かけ上比較的順調

に行なわれていることを意味しており動物プランクトンはこの間にあって重要な地位を占めている。

埋立による関西国際空港の建設計画が海域環境と生態糸、ひいては漁業におよぼす影響を検討す

るにあたって、これら動物プランクトンの出現状況、生産量の概況を海域別に明らかにすることが

必要となり昭和53年から凋炎を開始した。

前年は広く大阪湾における出現種とその季節変化、分布パターンと水塊指標樋の把握に重点をお

きGG54(0.328rai)網地のマルトクネットでプランクトンを採取した。このネットは通常動

物プランクトンの採取に使用されているが、小型種は脱落するおそれがあり、現存量等の量的調査

には若干問題がある。今年度は湾内における動物プランクトンの現存量と生産量の全体見積りを行

なうことを主な目的とした。調査はマルトクネットと北原定量ネット（××13，0.09Son)を併

用し、ネットによる採取状況の差を検討するとともに各々のネットについて現存賦、生産量の概数

を見積った。

このような試算結果は湾内の物質循環機構の一増を明らかにするもので空港建設による影響を予

測するだけでなく、汚染機構、生物生産構造の解析にも役立つものと考えられる。なお本調盃はプ

ランクトンの採取、穏顛別出現個体数、分額群別個体の選別、計数は全て株式会社海洋環境コンサ

ルタントによって行なわれたものである。

圃査結果の要約

大阪湾における動物プランクトンの現存量と生産量の橿数を季節別に見積ることを目的として

1979年に4回（5月、7月、8月、10月）の洲炎を行なった。プランクトンの採取はマルトク

(GG54)、北原定量(XX13)ネットの2つを使って同時に行ない、両者による採取状況、

見積り結果について比較した。調査結果の詳細は昭和54年度関西空港漁業環境鯛査報告（生物生

廉倣現存、の兇仙り）杵に妃戦したが、結果の概要を要約すれば次のとおりである。

(1)GG54ネ.ソトの採取試料はXX13ネットにくらべて出現禰類数が多い。とくに個体密度の

小さい稀有な種類は後者で採取されないことが多く、出現種の把握にはGG54ネ･ソトが適して

いる。しかし小型穂や幼生群の多くは脱落しているので価的調在にはXX13ネットがより適し

ている。

(2)XX13ネットによって大量に採取され、大阪湾の砿要種とみなされるものにOithonabre-
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vicornis,Oithonasimilis,Microsetellanorvegicaがある。

O･brevicbrnisの流内生息分布は滴奥糸水の影稗域を示す水塊指棟性がある。

(3)簡内全助物プランクトン現存位は乾燥亜蹴で2.200～7,500t、炭衆litで860～2,880t

空紫批で160～580tと推定される｡その構成は季節によって変化するが主として多毛畑・＃

脚矧・枝ﾉII類・ヤムシ畑の4群によって形成される。

(4)プランクトンの群災組成と共に海域別現存量・生産fitは湾の東西の海域で対象的で、海況特性

の相迩が動物プランクトンの生息状況にも大きな影響をおよぼしている。すなわち湾中央部以匪

海域はit的変動が少なく安定した値を示すのに対し、東部～湾奥海域は群構成や季節による変イヒ

が大きく、現存皿・生産、が著しく変動する｡これはこの海域で優勢な多毛頚・枝m類の消長に

よって大きく左右されている。

(5)全プランクトン群災による1日当りの湾内生産髄（炭索戯）は5月87t、7月984t、8月

9141と見稜られ、春から夏にかけて急激に増加する。

牛産吐に対する現存仙の比は全プランクトン群災で5月の0.1から7、8月は0.34～0.43

となり、及期は現存批の1／3～1／2に相当する蹴が毎日生産されている。
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2）漁業生物調査 .】』■ﾄ'''？'Pd
?

吉､田俊一・時岡博・林

辻野耕責・鍋島靖信

凱夫

重要浮魚額生態闘査と底生魚介類分布生態調査は前年度から継続して､.またワカメ・テングサ分

布積量補遺棚盃をそれぞれ7月まで行なったo.*調査結果は53．54<年度調査報告、卵3分冊、漁

業生物編;（上）及び同.（下）に収蝕されている｡:，

さらに、昭和5．1～54年度の閲査結果を絶括し、魚種別資源生態の現況と動向をとりまとめ、

その結果に基づき、空港島及び連絡橘の建設計画に伴う生物生産変化が魚種別に予測された。本府

は対象魚種56種のうちカタクチイワシを始めとする23魚種について､‘前述のとりまとめと予測

を行なった。とりまとめと予測の結果は委員会報告、3－1～3－332に収録されているb

3）漁業生産調査

林凱夫・高橋毅

漁業生産調在は、府下沿岸漁業者による漁業生産活動の推移と現況、ならびに漁場利用状況調査

に基づく漁業生産分布の把握を目的としている。

昭和54年度に実施した調査の概要を以下に示す。なお沸細については、「昭和53．54年度

関西国際空港漁業環境影響調査報告、第四分冊漁業綱第一部漁業生産調査」及び「関西国際空港

建設計画検討のための漁業環境影箸閏査委員会親告（昭和51～54年度）」に掲載した。

胴査経過及び結果

1．漁業生産の分布

昭和53年度までに、府下漁業者の大阪湾における漁業別、魚穂別池猫量分布図を作成した。

54年度はさらに漁獲量分布に、魚種別平均価格を乗じて、漁業別生産額分布図を作成した。な

おこの分布図は韓度、経度各2分間隔で区切られた漁区毎に配分された実数（漁穫倣及び生産額）

を基に5段階押価で表わしたものである。

一例として大阪府Fの総生産額分布図（養殖は除く）を図1に示す。．
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2．主要漁業の漁場利用状況

大阪湾で操業する府下の漁船のうち

小型機船底びき網、いわし巾着網、機

船船ぴき網等の主幹加業の当業船につ

いて、漁場利用状況を把握するため、

漁業別操業漁場視認測査を実施すると

ともに、標本船調査によっても出漁漁

場を明らかにした。昭和54年度はこ

れらの調査結果に基づいて、漁業郡類

別に漁区別漁独努力割合（漁区別出漁

頻度）を検討した。図2に一例を示す急
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本ﾘIll)四国連絡架橋漁業影響調査

吉田俊一

本年艇は、昭和44～54年度における調議結果の総括と探題別綜合取りまとめの準伽作業を行

なった。本府分但課題”大阪湾におけるタチウオの資源生態剰壷〃では供拭魚体の測定資料を整理

した。この結果は、α本州四I副辿絡架橋漁業影轡調査翻告、粥25号（漁業生物班資料集)〃233

～237に記載されている。
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｜ 昭和54年度予算

漁場環境調壷費

水産資源調査擬

瑚養殖試験費
？‐

栽培漁業事業費

関西国際空港建設計画漁業影響洲査幾

本四架橋漁業影響調査費

200カイリ水域内漁業資源総合淵壷f.

調査船通航整術出

場11

合。 計
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(現計）

千円

12,470

3,207

2，780

3,028

6,400

1.000

1，955

7，757

16,325

54，922
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